
対象校No. 788 学校コード F126310107617

変更年度 令和 6年度

計画の区分： 大学の収容定員に係る学則変更

立命館大学 映像学部 映像学科

　　担当部局（課）名 教学推進課

職名・氏名 　

電話番号　　 075-465-8310（内線：(511)4629）

（夜間）　　

ｅ－mail　　 r-gakuji@st.ritsumei.ac.jp

　　　　３　認可時から⼤学の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、

　　　　　その下欄に（　　）書きにて、旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○⼤学（旧名称︓◇◇⼤学（令和◇◇年度より名称変更））

　作成担当者

(注)　１　対象校No.については、「【別紙】令和８年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、該当番号を記載してください。

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

認可

学校法人立命館

収容定員に係る学則変更を行った大学の履行状況報告書

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　２　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

令和８年５月１日現在

注２

注2

注１
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変　　更　　時 変　更　状　況 備 考

（ モリシマ　トモミ ）

森島　朋三

（平成29年7月）

（ ナカタニ　ヨシオ ）

仲谷　善雄

（平成31年1月）

（ オオシマ　トシカズ ） （ キタムラ　ヨリオ ）

大島 登志一 北村 順生

（令和4年4月） （令和7年4月）

（ スズキ タカミ ）
（モチヅキ　シゲノリ）
 （ タケムラ　トモコ ）

鈴木 岳海
望月　茂徳
 竹村 朋子

（令和3年4月）
（令和8年4月）
 （令和7年4月）

〒６０３－８５７７　京都府京都市北区等持院北町56番地の1

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（〒６０４－８５２０　京都府京都市中京区西ノ京東栂尾町８番地）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人立命館

（２） 大　学　名

〒５６７－８５７０　大阪府茨木市岩倉町２番１５０号

（３） 調査対象大学等の位置

立命館大学

　　　（　）書きで記⼊してください。

令和８年度に報告する内容　→（８）
・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に⾚字にて記載（昨年度までに報告

学 部 長

学科長等

・⼤学独⾃の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の⽅を記載してください。
・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

された記載があれば、そこに⾚字で⾒え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記⼊してください。

　（例）令和７年度に報告済の内容　→（７）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合には、本部の位置を（　）書きで記入してください。

任期満了のため変更、令
和7年4月1日（７）

学　　長

職　　名

任期満了のため変更、令
和7年4月1日（８）
任期満了のため変更、令
和7年4月1日（７）

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

(注)・「変更状況」は、変更があった場合に記⼊し、併せて「備考」に変更の理由と変更年⽉⽇、報告年度を
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変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

2年次 2年次

0 0

　映像学部 人 人

映像学科 160 240 3年次 3年次 640 960

人 人 0 0 人 人 年度

　学士（映像学） 人 人

4年次 4年次

0 0

人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － 2,460 － 2,569 － 2,543 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( －　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 17 ] [ － ]

－ － － － － － 2,394 － 2,495 － 2,480 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 17 ] [ － ]

－ － － －  － － 759 － 611 － 666 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 17 ] [ － ]

－ － － － － － 258 － 237 － 250 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 17 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

・ 「収容定員充⾜率」には、報告年度から起算した修業年限に相当する期間までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充⾜率を記載してください。
・ 「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。

・ 「（５）　調査対象学部等の名称、定員、⼊学者の状況等」の「平均⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」は、「２　既設⼤学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と⼀致しますので、

備　考

収容定員
充 足 率

1.09倍 1.03倍

収容定員
充 足 率
（控除後）

春季入学以外の学
期区分について

－

春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

－

－ －

[ 　－　 ]

(　－ 　)

1.07

調査対象学部等の
名称（学位）

(　－ 　)

定員変更年度
学生募集の停
止について

令和6

－

Ａ　 入学定員

[ 　－　 ]

(　－ 　)

4

年

令和３年度 令和７年度

・ 転⼊学⽣は記⼊しないでください。

1.040.98－

「備考」に「令和○年度から学⽣募集停⽌（予定）」と記載してください。（学⽣募集停⽌を予定していない場合は「－」を選択。）

(注)・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記⼊してください（⼊試区分ごとではありません）。

　　　　（⼤学であれば「学科」、短期⼤学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、別ファイルにて提出してください。

・ 様式は、令和３年度定員変更の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和８年度までの６年間）ですが、

・ 認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の⼈数、変更年⽉及び報告年度を（　）書きで記⼊してください。
設置計画履⾏状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

[ 　－　 ]

(　 － 　)

[ 　－　 ]

(　 － 　)

[ 　－　 ]

(　 － 　)

[ 　－　 ]

志願者数

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に⼊学定員を定めている場合は、法令上規定されている最⼩単位

該当がない年度には「－」を記⼊してください。

Ｂ　 入学者数

合格者数

受験者数

・ 学⽣募集停⽌を予定している場合は、「学⽣募集の停⽌について」で「新規⼊学者を募集停⽌予定」を選択するとともに、

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

修業年限
収容定員編入学定員

－ －

入学定員

設 置 時 の 計 画

令和６年度

240

令和４年度

－

令和８年度令和５年度

240 240

・ 報告年度に春季⼊学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季⼊学以外の学期区分について」で「春季⼊学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
下欄に、⼊学時期と⼊学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季⼊学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

留意して計算してください。

・ 報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
・ 調査対象学部等の定員変更年度から報告年度まで記⼊してください。なお、定員変更年度以前は「－」を記⼊してください。
・ （　 ）内には、編⼊学の状況について外数で記⼊してください。なお、編⼊学を複数年次で⾏っている場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。

なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

我が国の⼤学（⼤学院を含む。）、短期⼤学、⾼等専⾨学校、専修学校（専⾨課程）及び我が国の⼤学に⼊学するための準備教育課程

なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する⼤学等は、

・ 留学⽣については、「出⼊国管理及び難⺠認定法」別表第⼀に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。
・ 「⼊学定員超過率」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した⼊学定員、⼊学者数で算出してください。

を設置する教育施設において教育を受ける外国⼈学⽣」を記載してください。

算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和９年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

・ 短期交換留学⽣など、定員内に含めていない学⽣については記⼊しないでください。
・ 学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）

・ [ 　 ]内には、留学⽣の状況について内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下
の学科数

1
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

法学部 4 720 - 2,880 - 1.07 1.01 - -

　法学科 4 720 - 2,880
学士
（法学）

1.07 1.01 -
昭和
23年度

経済学部 4 760 - 3,040 - 1.08 1.02 - -  

　経済学科 4 760 - 3,040
学士
（経済
学）

1.08 1.02 -
昭和
23年度

経営学部 4 795 - 3,180 - 1.08 1.02 - -

　経営学科 4 650 - 2,600
学士
（経営
学）

1.08 1.03 -
昭和
37年度

　国際経営学科 4 145 - 580
学士
（経営
学）

1.07 1.00 -
平成
18年度

産業社会学部 4 810 - 3,240 - 1.07 1.02 - -

　現代社会学科 4 810 - 3,240
学士
（社会
学）

1.07 1.02 -
平成
19年度

　　現代社会専攻
　　メディア社会専攻
　　スポーツ社会専攻

人間福祉専攻

4 760 - 3,040
学士
（社会
学）

1.08 1.02 -
平成
19年度

　　子ども社会専攻 4 50 - 200
学士
（社会
学）

0.95 0.92 -
平成
19年度

文学部 4 1,035
3年次

4
4,140 - 1.09 1.03 - -

　人文学科 4 1,035
3年次

6
4,140

学士
（文学）

1.09 1.03 -
平成
16年度

理工学部 4 959 - 3,928 - 1.08 1.03 - -

　電気電子工学科 4 134
3年次

2
620

学士
（工学）

1.15 1.09 -
昭和
24年度

　機械工学科 4 173
3年次

10
712

学士
（工学）

1.11 1.07 -
昭和
24年度

　環境都市工学科 4 166
3年次

4
672

学士
（工学）

1.03 1.01 -
平成
30年度

　ロボティクス学科 4 90
3年次

6
372

学士
（工学）

1.06 0.99 -
平成
8年度

　数理科学科 4 117 - 408
学士
（理学）

1.05 1.00 -
平成
12年度

　物理科学科 4 86
3年次

2
348

学士
（理学）

1.06 1.01 -
平成
12年度

　電子情報工学科 4 102
3年次

8
424

学士
（工学）

1.10 1.04 -
平成
16年度

　建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 91
3年次

4
372

学士
（工学）

1.02 0.97 -
平成
16年度

国際関係学部 4 360 - 1,440 - 1.04 0.97 - -

　国際関係学科 4 335 - 1,340
学士
（国際関
係学）

1.07 0.99 -
昭和
63年度

　ｱﾒﾘｶﾝ大学・立命館
　大学国際連携学科

4 25 - 100

学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ国際関
係学）

0.69 0.69 -
平成
30年度

政策科学部 4 410 - 1,640 - 1.06 1.02 - -

　政策科学科 4 410 - 600
学士
（政策科
学）

1.06 1.02 -
平成
6年度

情報理工学部 4 475
3年次

40
1,980 - 1.06 1.00 - -

　情報理工学科 4 475
3年次

40
1,980

学士
（工学）

1.06 1.00 -
平成
29年度

-

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

同上

-

２　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

立　命　館　大　学

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

倍

備　　考

-

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

-

所在地

倍

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

同上

同上

-

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

-

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

令和8年度から入学定
員変更（154→134）

同上

同上

同上

同上
令和8年度から入学定
員変更（97→117）

同上

同上

同上

-

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

同上

-

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

-

大阪府茨木市岩
倉町2番150号
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既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）
備　　考所在地

映像学部 4 240 - 880 - 1.09 1.03 - -

　映像学科 4 240 - 880
学士
（映像
学）

1.09 1.03 -
平成
19年度

薬学部 6 100 - 600 - 1.04 1.01 - - 6年制学科

4 60 - 240 - 1.08 1.03 - - 4年制学科

　薬学科 6 100 - 600
学士
（薬学）

1.04 1.01 -
平成
20年度

　創薬科学科 4 60 - 240
学士
（薬科
学）

1.08 1.03 -
平成
27年度

生命科学部 4 325 - 1,300 - 1.03 1.00 - -

　応用化学科 4 111 - 444

学士
（理学）
学士
（工学）

1.02 0.96 -
平成
20年度

　生物工学科 4 86 - 344
学士
（工学）

1.05 1.03 -
平成
20年度

　生命情報学科 4 64 - 256

学士
（理学）
学士
（工学）

1.07 1.05 -
平成
20年度

　生命医科学科 4 64 - 256
学士
（理学）

0.99 0.95 -
平成
20年度

スポーツ健康科学部 4 235 - 940 - 1.09 1.05 - -

　スポーツ健康科学科 4 235 - 940

学士
（ｽﾎﾟｰﾂ
健康科
学）

1.09 1.05 -
平成
22年度

総合心理学部 4 310 - 1,150 - 1.07 1.03 - -

　総合心理学科 4 310 - 1,150
学士
（心理
学）

1.07 1.03 -
平成
28年度

食マネジメント学部 4 320 - 1,280 - 1.07 1.01 - -

　食マネジメント学科 4 320 - 1,280
学士
（食ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ）

1.07 1.01 -
平成
30年度

グローバル教養学部 4 100 - 400 - 1.08 1.02 - -

 グローバル教養学科 4 100 - 400

学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ教養
学）

1.08 1.02 -
平成
31年度

デザイン・アート学部 4 180 - 180 - 0.99 0.99 - -

 デザイン・アート学
科

4 180 - 180

学士
（ﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ・ｱｰ
ﾄ）

0.99 0.99 -
令和
8年度

大学全体 - 8,194 86 32,438 - 1.07 1.02 - -

　　　・「収容定員充⾜率」には、報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

　　　・「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
　　　　なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。

　　　　また、0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。
　　　・「備考」の欄については、学年進⾏中の⼊学定員の増減や学⽣募集停⽌など、収容定員に影響のある情報を記⼊してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記載してください。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください（本報告書以外の学科も含む）。

　　　・学部の学科等、「⼊学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記⼊してください。
　　　　※「⼊学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に⼊学定員を定めている場合を含めます。
　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・記載項⽬以外、保護をかけています。不要な⾏は、「⾮表⽰」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」が0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科数を記⼊する項⽬を「－」とした上で、「⾮表⽰」設定としてください。

        なお、本調査の対象となっている⼤学等の設置者が設置している他の⼤学等の状況については、記⼊する必要はありません。

(注)・本調査の対象となっている⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校（以下「⼤学等」という。）について、既に設置している学部等
　　　　（短期⼤学、⾼等専⾨学校にあっては学科等）の報告年度の５⽉１⽇現在の状況を記⼊してください。（⼤学院、専攻科及び別科を除く）。

　　　　算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和９年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充⾜率（控除後含む）」は、⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

-

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作⽅法を案内していますのでご参照ください。

-

-

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、⽂字サイズ変更を⾏ってください。

-

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

令和6年度から入学定
員変更（160→240）

-

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

-

令和8年度から入学定
員変更（280→310）

-

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56

番地の1

-

-

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

同上

-

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

同上

同上

同上
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区 分

認　可　時

（令和5年度）

認　可　時

（令和5年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和6年度）

立　命　館　大　学

現在の取り組みを継続する。またグローバル教養学部のウェブサイ
トのリニューアルを予定しており、受験生およびステークホルダー
に、グローバル教養学部に入学するベネフィットを分かりやすく広
報することで、さらなる志願者増・入学者増を目指したい。（６）

国際関係学部アメリカン大学・立命館大学国際連携学科
の収容定員充足状況について
　全体の傾向として、新型コロナウイルス感染症や円安
の影響を受けつつも、収容定員充足状況は改善の傾向に
ある。2023年度においては、入学定員の25名を確保する
ことができたため、収容定員充足率は改善されている。
　RUホーム学生の入学者数については、引き続き志願者
および入学者の獲得に注力しなければならないが、AU
ホーム学生については、安定的に入学者を確保している
状況であるため、この状況を継続していくようアメリカ
ン大学とともに注力する。

※RUホームは立命館大学から履修を開始する学生を指
し、AUホーム生はアメリカン大学から履修を開始する学
生を指す。
※上表の人数は、すべて各年度の5月1日付けの人数を示
している。
※アメリカン大学における学年暦の関係で、同大学の新
入生の学籍は6月末に発生することになっている。他方
で、今回の収容定員は5月1日付けの数値であるため、
2023年度入学のAUホーム生（20名）が含まれておらず、
収容定員率が未充足となってしまっている。なお、上記
AUホームの新入生を含めた7月1日付けの収容定員充足率
は「0.74」であることを補足しておく。(６）

入学センターやアメリカン大学と連携して地道に国内外
で募集説明会を行い、また、本学の附属校を含む日本の
高等学校へ訪問し、本学科のアドミッション・ポリシー
に合致する受験生が在学する学校に対しては積極的に指
定校枠を提供するなどの取り組みを継続して行った結
果、志願者数や入学者数が増加した。それにより、令和
７年５月１日現在、収容定員充足率は0.75となり0.70を
上回っている。引き続き、収容定員の充足につとめる。
（７）

2026年5月1日時点で、国際関係学部アメリカン大学・立
命館大学国際連携学科の収容定員充足率が0.69倍となっ
ているが、アメリカン大学から学修を開始する学生を対
象とした6月入学制度があり、15名が入学する予定であ
る。この6月入学者数を加味すれば収容定員充足率は
0.84倍となり、0.7倍を上回る結果となる。2024年度お
よび2025年度においても6月入学を含めた収容定員はそ
れぞれ0.76倍、0.72倍と0.7倍を上回っているため、履
行済みとする。（８）

入学センターによる国内外での対面よびオンラインでの
リクルート活動、国費外国人留学生（特別枠）等の奨学
金制度の導入、グローバル教養学部独自の個別の進学相
談会やキャンパスビジット対応、附属高校4校との緊密
な接続教育等で、グローバル教養学部の特長や魅力を広
報した結果、志願者数は年々増加している。また、留学
生を中心に入学手続率が向上した結果、入学者数も増加
傾向にある（ただし、2023（令和5）年度は減少）。

さらに、グローバル教養学部独自の入学前教育、アカデ
ミック・アドバイジング、ライティング・コーチ等の履
修サポートにより退学者数は減少し、収容定員充足率も
改善傾向にある。なお、2022（令和4）年10月1日におけ
る収容定員充足率は0.82倍であり、0.70倍は充足してい
る。

入学センターによる国内外でのリクルート活動、国費外
国人留学生（特別枠）等の奨学金制度の導入、グローバ
ル教養学部独自の個別の進学相談会やキャンパスビジッ
ト対応、附属高校4校との緊密な接続教育等で、グロー
バル教養学部の特長や魅力を広報した結果、志願者数や
入学者数が増加した。それにより、令和７年５月１日現
在、収容定員充足率は1.05となり、収容定員を満たして
いるため履行済みとする。（７）

【認可】
遵守事項

・グローバル教養学部
グローバル教養学科の
収容定員未充足の是正
に努めること。

３　附帯事項等に対する履行状況等

【認可】
遵守事項

履行済

国際関係学部アメリ
カン大学・立命館大
学国際連携学科の収
容定員未充足の是正
に努めること。

（１）RUホームについて
アメリカン大学・立命館大学国際連携学科は、日本で唯一学士課

程でのジョイント・ディグリー・プログラム(以下JDPと記載）であ
る。2023年度においても他に類を見ない。そのため、入試広報にお
いては、受験者層の認知度向上に取り組み続けている。入学セン
ターやアメリカン大学と連携して地道に国内外で募集説明会を行
い、また、本学の附属校を含む日本の高等学校へ訪問し、本学科の
アドミッション・ポリシーに合致する受験生が在学する学校に対し
ては積極的に指定校枠を提供するなどの取り組みを継続して行って
いる。
　入試に関しては、6月卒業となるインターナショナルスクールや、
海外高校出身の受験生を主たる対象とする英語基準入試の日程を
2025年度入学者向けの入試より追加する。インターナショナルス
クールや海外高校出身の学生はJDPの主たるターゲットとなる志願者
層であるが、これまで当該の高校生は高校卒業後にいずれかの入試
方式に出願しなければならない状況となっていたため、卒業前に合
否が分かる日程を今次追加したことにより、当該高校生がより挑戦
しやすい環境に改善できると考える。

（２）AUホームについて
入学者数が順調に高止まりしているAUホーム生については、日本

人気が高まっている傾向もあり、志願者数は増加傾向にある。他方
で、入学後の転籍や退学による収容定員の減少が例年発生している
ため、入学後の転籍や退学をできる限り減らすよう、引き続きアメ
リカン大学側と連携して丁寧なアカデミック・アドバイジングを
行っていくこととする。（６）
（１）RUホームについて

アメリカン大学・立命館大学国際連携学科は、日本で唯一学士課
程でのジョイント・ディグリー・プログラム(以下JDPと記載）であ
る。2024年度においても他に類を見ない。そのため、入試広報にお
いては、受験者層の認知度向上に取り組み続けている。入学セン
ターやアメリカン大学と連携して地道に国内外で募集説明会を行
い、また、本学の附属校を含む日本の高等学校へ訪問し、本学科の
アドミッション・ポリシーに合致する受験生が在学する学校に対し
ては積極的に指定校枠を提供するなどの取り組みを継続して行って
いる。結果として、志願者および入学者数は漸進的に増加してい
る。今後の安定的な充足率の維持・向上に受けて、以下の取り組み
を進めている。
①既存の帰国生徒対象の入試方式および国内生徒対象の入試方式の
双方において、2026年度入試より12月に面接選考を実施する日程を
新たに設ける。これにより、JDPのターゲットであるIBディプロマ取
得者をはじめとする本学科の受験者層にとって、より多様で柔軟な
受験機会を提供できると考えている。
②日米間における為替変動や、両国内の物価上昇による学生の経済
負担についても、学生受け入れにおける重要な課題と認識してい
る。経済的負担の軽減に向けた改善の可能性について、両大学間で
議論を進めている。
（２）AUホームについて

入学者数が順調に高止まりしているAUホーム生については、日本
人気が高まっている傾向もあり、志願者数は増加傾向にある。他方
で、入学後の転籍や退学による収容定員の減少が例年発生している
ため、入学後の転籍や退学をできる限り減らすよう、引き続きアメ
リカン大学側と連携して丁寧なアカデミック・アドバイジングを
行っていくこととする。
※RUホームは立命館大学から履修を開始する学生を指し、AUホーム
生はアメリカン大学から履修を開始する学生を指す。（７）

履行済

該当なし

開設年度 1年⽬ 2年⽬ 3年⽬ 4年⽬ 5年⽬ 6年⽬ 平均

⼊学年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 ー

収容定員 25 50 75 100 100 100 ー

収容⼈数（RUホーム） 5 8 12 14 17 20 12.7

収容⼈数（AUホーム） 0 11 24 28 39 34 22.7

収容⼈数合計 5 19 36 42 56 54 35.3

収容定員充⾜率 0.2 0.38 0.48 0.42 0.56 0.54 0.43

アメリカン
⼤学・⽴命
館⼤学国際
連携学科

開設年度 1年⽬ 2年⽬ 3年⽬ 4年⽬ 5年⽬ 6年⽬ 平均

⼊学年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 ー

収容定員 25 50 75 100 100 100 ー

収容⼈数（RUホーム） 5 8 12 14 17 20 12.7

収容⼈数（AUホーム） 0 11 24 28 39 34 22.7

収容⼈数合計 5 19 36 42 56 54 35.3

収容定員充⾜率 0.2 0.38 0.48 0.42 0.56 0.54 0.43

アメリカン
⼤学・⽴命
館⼤学国際
連携学科
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設置計画履行状況

調　査　結　果

　電気電子工学科

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和８年度）

【令和７年度報告書から記載内容に変更がある場合】
令和７年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（７）」と記載した上で、変更後の「履⾏状況」及び
「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（８）」と記載してください。
【令和７年度報告書から記載内容に変更がない場合】
令和７年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（７）（８）」と記載してください。

　　　　【令和８年度から新たに調査対象となった学科等⼜は令和７年度設置計画履⾏状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履⾏状況」及び「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（８）」と記載してください。

(注)・　「認可時」には、認可時に付された附帯事項と、それに対する履⾏状況等について、
　　　　具体的に記⼊してください。

・ 認可時に付された附帯事項に対する履⾏状況等の記載に当たっては、以下のとおりに記載してください。

該当なし

該当なし

・ 「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該調査の実施年度を記⼊してください。

・ 「履⾏状況」では、履⾏中であれば「履⾏中」、履⾏が完了していれば「履⾏済」を選択してください。
・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記⼊してください。

・ 「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該⼤学に付された指摘を
全て記⼊するとともに、付された指摘に対する履⾏状況等について、具体的かつ明確に記⼊してください。

　　　　その履⾏状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
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